
教
育
長　

学
校
長
の

裁
量
が
活
か
さ
れ
た

予
算
と
な
っ
て
い
る
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

学
校
の
自
由
裁
量
予

算
枠
を
設
置
し
て
は

町長

町
長

残
堀
川
の
流
水
保
全
を
求
め
る

改
善
策
を

　
要
望
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
努
力
し
て
い
く

谷 

　
四
男
美
　
議
員
（
住
民
と
自
治
の
会
）

費用対効果を考え、利便性向上を図る

「住民の生活の足」を再構築せよ

近藤 　浩　議員（改革みずほの会）

質
問
　
秋
の
渇
水
時
期
も

あ
り
、
残
堀
川
の
一
部
の

箇
所
で
滞
水
が
み
ら
れ
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
と
く

に
下
砂
橋
と
表
橋
の
間
は

ほ
と
ん
ど
水
の
流
れ
が
な

く
、
表
橋
と
仲
橋
の
間
も

流
れ
が
少
し
あ
る
の
み
で

あ
る
。
一
方
、
武
蔵
村
山

市
の
部
分
で
は
滞
水
が
認

め
ら
れ
る
。

　

カ
ワ
セ
ミ
が
飛

来
し
、
稚
魚
が
さ

ざ
め
く
よ
う
に
泳

ぐ
残
堀
川
水
系
の

保
全
施
策
を
町
と

し
て
都
に
求
め
る

べ
き
で
あ
る
と
思

う
が
、
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

町
長　

町
は
、
残

堀
川
の
水
質
を
良

好
に
保
つ
た
め
、

水
量
の
確
保
を
は

じ
め
と
し
た
河
川
環
境
の

保
全
を
都
に
要
請
し
て
い

る
。
し
か
し
、
都
か
ら
は

水
源
確
保
策
に
つ
い
て
、

関
係
部
局
と
連
携
し
協
力

し
て
い
く
と
の
見
解
に
留

ま
っ
て
い
る
。

　

残
堀
川
の
水
量
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
本
川
の

み
で
な
く
、
狭
山
池
上
流

部
、
狭
山
池
に
加
え
、
残

堀
川
に
流
れ
込
む
支
流
な

ど
複
合
的
な
要
素
を
整
理

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
。
今
後
、

他
市
と
の
共
同
研
究
を
提

言
し
、
効
果
の
見
込
め
る

改
善
策
を
要
望
に
繋
げ
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

質
問
　
福
祉
バ
ス
の
運
行

が
始
ま
り
１
年
8
カ
月
経

っ
た
が
、
昼
間
の
利
用
も

少
な
く
、
各
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
切
れ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。

　

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

税
金
の
無
駄
遣
い
と
言
わ

れ
な
い
た
め
に
も
、
相
乗

り
タ
ク
シ
ー
と
の
組
み
合

わ
せ
や
移
送
サ
ー
ビ
ス
の

活
用
、
路
線
バ
ス
と
の
関

係
な
ど
、
「
住
民
の
生
活

の
足
」
を
総
合
的
に
捉
え

な
お
し
、
再
構
築
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
町
長
の
所

見
を
伺
う
も
の
で
あ
る
。

町
長　

町
は
、

八
高
線
増
便
、

都
バ
ス
お
よ
び

民
間
バ
ス
路
線

の
維
持
、
都
道

拡
幅
の
実
績
を

あ
げ
て
い
る
。

ま
た
、
心
身
障

害
者
（
児
）
交

通
費
等
助
成
金

支
給
事
業
、
移

送
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
へ
の
補
助

な
ら
び
に
福
祉

バ
ス
の
運
行
を

実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
は
常
に
見
直
し

や
改
善
が
必
要
と
考
え
る

が
、
公
共
交
通
体
系
の
総

合
的
な
再
構
築
に
は
時
間

と
経
費
が
必
要
で
あ
り
、

現
時
点
で
は
難
し
い
。

　

今
後
、
サ
ー
ビ
ス
の
統

廃
合
や
改
善
も
行
い
な
が

ら
、
費
用
対
効
果
を
考
え
、

町
全
体
の
交
通
の
利
便
性

向
上
を
図
る
。

　

現
在
、
駅
を
始
点
と
す

る
新
た
な
バ
ス
路
線
を
事

業
者
と
協
議
し
て
い
る
。

9 8

新たなバス路線を協議している駅西口

町長

一般質問　町政を問う

25
年
度
、
追
加
の
詳
細
調
査
を

　
　
　
　
　
　
　
実
施
す
る
予
定

町
長

通常業務と同じ仕組みであり、妥当と考える

妥当なのか、時給3,300円の
　　　　　　　町職員の開票作業手当

森　　亘　議員（自民新政会）

石
畑
財
産
区
大
六
天
墓
地

　
　法
面
崩
落
防
止
工
事
の
安
全
確
認
は

尾
作
　
武
夫
　
議
員
（
自
民
新
政
会
）

質
問
　
今
回
の
工
事
は
、

土
砂
崩
落
の
防
止
対
策
と

し
て
、
鋼
材
の
打
込
み
及

び
モ
ル
タ
ル
吹
付
け
の
暫

定
措
置
が
著
し
く
不
適
正

で
、
明
ら
か
に
公
益
上
住

民
の
生
命
を
守
る
た
め
に

も
、
今
後
、
是
正
・
改
善

の
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
べ
き
か
、
緊
急
に

調
査
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所

か
ら
の
技
術
的

な
助
言
の
提
示

に
、
ど
の
よ
う

な
資
料
、
調
査

書
及
び
処
理
に

関
す
る
情
報
の

提
出
を
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
、

町
長
の
所
見
を

伺
う
。

町
長　

本
工
事

に
つ
い
て
は
、

竣
工
図
書
の
一

部
と
し
て
強
度
計
算
を
添

付
し
、
多
摩
建
築
指
導
事

務
所
に
も
そ
の
結
果
を
伝

え
、
さ
ら
に
25
年
度
、
工

事
施
工
個
所
に
つ
い
て
追

加
の
詳
細
調
査
を
実
施
す

る
予
定
。

　

今
後
、
新
た
な
対
応
や

工
事
が
予
定
さ
れ
た
場
合

に
は
、
多
摩
環
境
事
務
所

と
事
前
に
協
議
を
行
う
。

25
年
度
の
詳
細
な
調
査
結

果
に
基
づ
き
、
関
係
機
関

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
、
石
畑
財
産
区
管
理

会
に
も
調
査
結
果
を
伝
え
、

今
後
の
対
応
を
協
議
し
て

い
く
。

質
問
　
現
在
、
選
挙
の
投

票
事
務
に
お
い
て
、
公
募

の
町
民
は
時
給
1
、
2
0

0
円
、
町
職
員
は
2
、
8

0
0
円
。
開
票
作
業
で
は
、

町
民
は
1
、
3
0
0
円
、

職
員
は
3
、
3
0
0
円
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
次
の
4

点
を
町
長
に
伺
う
。

問
①
　
町
職
員
の
時
給
単

価
の
根
拠
は
。

町
長　

休
日
の
超
過
勤
務

手
当
の
平
均
額
を
下
回
る

基
準
で
、
投
票
と
深
夜
に

お
よ
ぶ
開
票
事
務
と
で
異

な
る
単
価
を
設
定
し
て
い

る
。

問
②
　
時
間
給
の
差
に
見

合
う
だ
け
の
職
員
に
課
せ

ら
れ
た
労
務
と
責
務
は
。

町
長　

投
票
所
全
般
の
管

理
、
選
挙
人
名
簿

の
照
合
、
投
票
率

な
ど
の
報
告
や
投

票
録
の
作
成
業
務

を
行
い
、
開
票
で

は
、
投
票
用
紙
の

1
次
・
2
次
点
検

や
疑
問
票
の
審
査
、

集
計
業
務
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

問
③
　
町
職
員
だ

け
の
開
票
作
業
で

立
会
人
が
誤
集
計

を
発
見
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
職
員
へ
の
懲
罰
は

あ
っ
た
の
か
。

町
長　

処
分
に
つ
い
て
は

確
認
で
き
な
い
。

問
④
　
時
給
の
差
は
町
民

の
理
解
を
得
ら
れ
る
妥
当

な
額
と
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

役
場
の
通
常
業
務

と
同
じ
仕
組
み
で
あ
り
、

妥
当
な
も
の
と
考
え
る
。

工事が完了した大六天墓地

12月16日に行われた選挙の開票作業の様子

水量の少ない残堀川


